
（単位：千円、％）
　■前年との比較　
　 ①受益者負担金
　　 前年度と比べ受益者の増加による増。
　 ②下水道使用料等
　 　 人口減少による減。
   　③⑤国庫支出金・市債
　 補助事業の減少に伴う減。
　 　④繰入金
　 基準内繰入の増加による増
　 　⑥その他
　   下水道管移設補償金の減少による減。

　 　

（単位：千円、％）
　■前年との比較　
　 ①下水道管理費
　 　 浄化センター費等の減少による減。
　 ②下水道建設費
　 　 浄化センターの更新工事、汚水管、雨水管の布設等補助
　 事業の減少による減。
　 　③④公債費
　　 元金:元金償還終了と元金償還開始の差額による減。
　　　　利子:未償還残高の減及び利率低下による減。
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下水道は「汚水の排除」「浸水の防除」「河川・海域の水質保全」の3つの役割を持ち、市民一人ひとり、そして次の世代の市民が快適な生活と良好な環境で過ごすための重要な都市施設

（財産）です。令和4年度の下水道事業特別会計の決算状況は、歳入1,420,746,126円に対して歳出1,420,693,626円であり、歳入歳出収支差引は52,500円の決算剰余金が生じました。なお、

決算剰余金はすべて翌年度へ繰り越すべき財源となっております。歳入においては、建設工事に伴う補助金及び市債の減により前年度より減少しました。歳出においては、管渠布設工事に

よる下水道建設費の減により、減少となりました。 建設事業の概要は、施設では浄化センターの老朽化した機械・電気設備の更新工事を実施しました。管渠では未普及地区解消として東

部・潮静地区の汚水管・雨水管布設工事等を実施しました。

処理区域内人口は16,848人で水洗化人口は14,720人、水洗化率は87.4％、普及率は88.8％となっており、下水道使用水量は1,466,852㎥となっております。
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（単位：百万円）

歳　出

歳　入

1,421

1,421

①受益者負担金

35
②下水道使用料等

356

③国庫支出金

214

④繰入金

423

⑤市債

378 

⑥その他

15

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①下水道管理費

219

②下水道建設費

472

③公債費（元金）

678

④公債費（利子）

52

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

361 356 355 363 356

808 783 755 743 730

15,908
15,478 15,193

14,923
14,720

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

H30 R1 R2 R3 R4

下水道使用料等

公債費償還額

水洗化人口

4,560 4,355 4,249 4,200 4,017

2,608 2,669 2,680 2,647
2,567

610 578 552 520
483

713
701

685 682 678

600

700

800

900

1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

H30 R1 R2 R3 R4

平準化債(未利用)残高 平準化債(拡大)残高

建設企業債残高 元金償還金

1,270

1,521 1,630 1,613

1,421

1,270

1,521 1,630 1,613

1,421

0
0 0 0

0

0 0 0
0 0

-300

-200

-100

0

100

0

500

1,000

1,500

2,000

H30 R1 R2 R3 R4

収入 支出

累積赤字 単年度収支

単年度収支と累積赤字の推移 水洗化人口・公債費償還額・下水道使用料等の推移 下水道整備に要した企業債の推移

（単位：百万円） （単位：百万円） （単位：人） （単位：百万円）

収支の状況（令和4年度決算)

0

R5.12月公表用　(下水道事業特別会計) －  30 －



　 　
　 ①受益者負担金　 見込みより一括納付（通常は５年分割）が多く、ほぼ納期とおり 　 ①下水道管理費 一般管理費、管渠維持費、浄化センター費などの維持管理費用は

の収入となっております。 例年並みに推移しています。

　 ②下水道使用料等　 前年度とほぼ同じ収入率で推移しています。 　 ②下水道建設費 下水道施設の改修（耐震化）工事や雨水・汚水管の設計委託、
布設工事に係るもので、年末から年度末にかけて工事等が完了

　　③国庫支出金　 国からの補助金で、工事完了後の年度末の収入となります。 する予定でその後の支払いになります。

　　④繰入金 市から下水道事業への繰出し（負担）で、年度末の収入となります。 　 ③④公債費 市債（借金）の返済は、9月及び3月払いのため予定通りの執行と
なっています。（今年度は曜日の関係で9月末の支払い分が10月に

　　⑤市債 下水道整備のための借金で、年度末の収入となります。 ずれ込んでいます。）

　　⑥その他 資源（更新工事に係る鉄屑）の売払いによるものです。

（単位：千円、％） （単位：千円、％）

※9月末時点で収入済額に対して支出済額が上回っていますが、国庫支出金・繰入金・市債の収入が年度末となるためであり、不足分については会計間の一時借入によって補っています。
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